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可能となったG マント群落の国有構成種としては、本州以北では Rubus, Rosa, Wisteria, 
Loniceraなどが挙げられるが、これらの種群によって特後づけられる植生は植物社会学的にはノイ
バラクラス Roseteamutiflorae Ohba, Miyawaki et Tx. 1973~こ急含されている。マント群落の原語














植物社会学的方法（BraunBlanquet, 1964 ; Ellenberg, 1956）により、日本のマント群落の植
生単位を抽出した。植物社会学的方法は、表操作により植生の種組成の比較を仔い、標徴種・区分
種により同定される植生単位を決定するものであるむき直生単位の記載は国際命名規約（Barkman,

































甫西諸島とその周辺の国有種を多く含む自 4群集、 2群落が所属する g
イボタクサギーシイノキカズラ群団
タイのマングロープ林域から記載された熱帯の海岸性のマント群落。日本では高西諸島の
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マングロープ林域、内湾の砂浜などにみられる。 2群集が所屠する。
第3章 日本におけるマント群落の分布
マント群落の各植生単位のマクロな環境条件を分有の観点から考察した。主に垂直分布留を用い、
気候条件や生育立地との対応について考察し、水平分布図を用い、港在自然森林植生の植生域（植
生帯〉との対応、を按討した。
垂産分布は広域分布する 3群団について、群集・群落と群回全体について考察した。エピヅルー
センニンソウ群屈に所嘉する大半の群集・群落の出現標高は50m以下；こ集中した。島棋や河岸性の
2群集のみがlOOm以上の平均出現標高を示した。ボタンヅルーモミジイチゴ群居の植生はいず紅
もエゼヅルーセンニンソウ群団よりも高海抜地に多く、平均出現標高は250～800mであった。広い
垂直分布域を持つ群集が多い。ミヤママタタピーヤマブドウ群国は、北海道では低標高の群集もあ
るが、本州以南では750m以上に限られるG 本刻中部では平均出現諜高が1800m以上に達する亜高
山性の植生が生育するむ
群由全体では、エピヅルーセンニンソウ群屈は抵地（標高lOOm以下）に、ボタンヅルーモミジ
イチゴ群団は中海抜地（標高200-400m）に、また本升｜以南のミヤママタタピーヤマブドウ群団は
高海抜地（標高lOOOm以上〉に集中した。これら 3群屈は水平的に広く分布するにもかかわらず、
垂直分布には集中部分がみられ、その平均出現標高には在意の差があった。標高一緯度分布図では、
ミヤママタタピーヤマブドウ群毘のみに緯度の増加に伴う生育標高の低化が明瞭にみられ、 j量度条
件および植生帯に結びついた分布パターンを示したc しかし他の2群団は緯度に伴う垂車分布の低
下は明瞭でなく、温度条件との強い結びつきはなかったO
水平分布では港在自然森林植生域との対応を検討した。エピヅルーセンニンソウ群毘の生育域は
沿海部に集中し、中部地方弘南ではシイータプ林域（ヤプツバキクラス域下部）にほぼ一致した。
しかし関東地方以北では海岸に沿って、カシ林域（ヤブツバキクラス域上部）よりもさらに北上し、
ブナクラス域に達した。ボタンヅルーモミジイチゴ群自の分布は西高日本ではカシ林域に良く一致
し、シイータプ林域のエピヅルーセンニンソウ群国とすみわけた。しかし東北日本ではブナクラス
域下部のコナラーミズナラオーダー域にほ昭一致した。ミヤママタタどーヤマブドウ群自の分布は
西甫日本ではプナクラス域と完全に一致し、北海道を含む東北日本ではブナクラス域からコケモモ
ートウとクラス域に及んだ9 すなわち 2つのクラス域に結びついた分布をすることになる司以上の
ようにマント群藩の各植生辻、特定の潜在自然植生域との強い結びつきはみられず、複数の番在自
黙植生域とのゆるやかな対応が認められた。
第4章 マント群落の比較立地論ー欝接群落からみたマント群落の環境－
マント群落のミクロな生育環境を明らかにする目的で、群団レベルでの欝接群落の構成比率を求
めたc隣接群落とは「各植分か接する群落の中で最も檀生高が高い群落J と定義した。広域的に分
考する 4群団について考察したc 各群団の欝接群落の植生別構成比率ではミヤママタタピーヤマブ
ドウ群団を除く 3群臣は二次林、植林が上位を占め、現存植生においては、人為的に成立した二次
的な森林の林縁に生育している実態が明らかとなった。ミヤママタタピーヤマブドウ群団の欝接群
落は第1が夏緑自然、林であり、これは生育域の岳熱森本本檀生の残存詑率が高いためであろう。
植生相観尉構成比率では各群団のミクロな日照環境が長映した9 リュウキュウウマノスズクサー
リュウキュウ示、タンヅル群団、ボタンヅルーモミジイチゴ群回、ミヤママタタピーヤマブドウ群自
はいずれも森林植生に接する比率が70%を越え、概ね森林に隣接した半陰の林縁部を生育地として
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いるOしかし、エピヅルーセンニンソウ群屈は抵木林や草原などの非森林植生；こ隣接する比率カ巧O話
以上を占めて逆転しており、主に開放景観域に生育していた。
擁接群落を植生の自然性によって分類し、各群団の生育立地の人為的な護乱条件の指標とした。
自然高木林などの岳然植生に欝接する比率は、リュウキュウウマノスズクサーリュウキュウボタン
ヅル群団の20%弱からミヤママタタピーヤマブドウ群司の約80%まで、生育する気候菅および標高
帯の冷涼化に伴い順次上昇している。これは生育域に残存する自然植生の比率を反映したものと考
えられる。強い人為的擾乱の指標と考えられる人工的な非森林植生の占める割合はエピヅルーセン
ニンソウ群司が最大で30先以上となり、最も人為的な干渉が強い立地に生育していることになる。
しかし、隣接群落において最も自然植生の比率が低い埴生はワュウキュウウマノスズクサーリュウ
キュウボタンヅん群国であり、それよりも人工的な非森林植生への隣接比率が高い点は、生育域に
対する人為的な干渉だけでは説明できない。隣接群落の中で自然性の非森林植生の占める比率は他
群団が約10売であるのに対し、エピヅルーセンニンソウ群団は約30%に達し、本来の生態的特性と
して詩放的立地に結びついた植生と結論された。エピヅルーセンニンソウ群団は、一部内陸部や高
海抜地に分布するが、これらは人為的な開放景観域の拡大によって分布が拡大したものと推定され
る。人為的な森林破壊によるマント群落の分布域の変動が明らかとなった。
第5章総合考察ーマント群落における組或と環境－
以上の各章を踏まえ、日本のマント群落における組或と環境との関孫を考察した。マント群落の
構成要素と環境との関係を明らかにする目的で、構成要素をマント群落に特徴的な主要メンバーに
限り、つる植物、キイチゴ形植物、直立低木の3生活形区分を行い、各植生単位における各生活形
の種数および被覆の比率と、立地環境、分布などとの関係について考察した。
群集・群落レベルでの被覆比率の比較では、キイチゴ形植物が卓蓮する植生は崩壊撞、火山地、
伐採地など一般に土壌条件が不安定な立地に、重立低木が卓越する植生は湿京辺、汽水域、砂丘な
ど極端な環境条件の立地に、つる植物が卓越する植生は詑較的土壌や環境条件の良好な立地に結ぴ
つきがみられた。これらの生育立地と生活形の対応はGrime(1977）による適応戦略区分｛接乱謝
性型、環境圧樹性型、競合聖〉に沼im応した。
群団レベルでの種数比率の比較では、気候条件の湿暖化に伴って群団のつる植物が増加し、逆に
キイチゴ形植物が減少した。同時に営縁植物は増加し、夏緑植物は減少した。被覆による生活形組
成では常緑・夏緑は種数と同様の傾向を示したが、 3生活形区分ではエゼヅルーセンニンソウ群自
においてキイチゴ形植物の特異な増加が認められた。これは隣接群落比率に表れたように、現生の
エピヅルーセンニンソウ群毘が撹乱の強い人為的な開放景観域に生育していることが主要因と考え
られた。
以上の各植生単位の生態的特性を基に、巨本のマント群落における植生分先についてまとめると
以下のようになる。クラス・オーダーレベルの植生分化は吉良 (1948）による森林帯区分〈亜熱帯、
媛帯、温帯〉および植物区系に対応した。群回レベルではボ、タンヅルーモミジイチゴ群匝ほかが森
林の林禄に生育し、エピヅルーセンニンソウ群団が開放景観域に生育するなど、概ね立地環境を要
因としたき直生分化がみられた。各群屈には標高的なすみわけが生じているが、それはそれら立地環
境が自黙状態において地形的に領在することから生じたものと推定された。群集・群落レベルでの
植生分化辻多岐にわたるが、護占生活形に共通した立地環境による分化が一般的であった。
